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•２つの研究室で大規模な研究不正（2014, 2017年）

•コンプライアンス徹底のため研究倫理推進室を設立
- 教員•学生を対象とした研究倫理教育の定期開催
- 発表論文の画像データチェック
- 生データの保存と公開

科科学研究における３大不正

ねつ造（Fabrication）

改ざん（Falsification）

盗用（Plagiarism）

FFP

FFP は

真理の探求を妨げる
追随研究に必要な資金、人的資源、時間を浪費

させる

ポスト、研究資金の公正な分配を妨げる
当人、所属研究室、所属組織の信頼を失わせる

社会一般からの科学に対する信頼を失わせる

  科学研究における最悪の規範違反

FFP を犯したものは“厳罰”に処される

・ 科学者としての信頼を失う

・ 懲戒免職

・ 科研費等への応募資格の停止

 廃廃業

所属研究室、所属組織、同分野の研究者
にも多大な悪影響

東大定量研の取組み



論文登録フォー
ムから、論文情
報を登録

指定フォルダに
最終原稿・組図
をアップロード(3
日以内)

指定フォルダに生
データおよびデータ
ファイル一覧をアッ
プロード(1ヶ月以内)

チェックリスト
を記入。署名、
捺印したものを
提出(1ヶ月以内)

資料アップロー
ド 用 の Google
Driveフォルダを
自動作成

組図からmod6処理し
た偽カラー画像とヒ
ストグラムを作成。
解析結果を報告

生データおよび
データファイル
一覧を確認•報告

チェックリストを
確認。提出済み
データをGoogle

Drive の 公 開 用
フォルダにコピー

論文著者

研究推進室

論文データ
の一般公開

Googleフォームを利用した
論文登録フォーム

論文登録通知メール
【【研究推進室】論文登録フォーム受理通知（2017_In vitro reconstitution...）

以下の内容で論文登録フォームが受理されました。

…
• 研究分野: RNA機能
• アクセプト日: 2017-09-24
• 論文タイトル: In vitro reconstitution of chaperone-mediated human RISC assembly
• 著者: Ken Naruse, Eriko Matsuura-Suzuki, Mariko Watanabe, Shintaro Iwasaki and 
Yukihide Tomari
…

「最終原稿・組図」はアクセプト後3日以内に、「生データ」と「チェックリスト」は1ヶ
月以内を目処に提出いただいております。

以下のフォルダに必要な資料をすみやかにアップロードして下さい。
https://drive.google.com/drive/folders/xxxxxxxx

各資料のアップロードが完了しましたら、以下のフォームから資料提出状況を更新して下
さい。出版日やDOIなどの論文登録情報についても、随時更新をお願い致します。
https://docs.google.com/forms/xxxxxxxx

提出に必要な各種様式や注意点等は
https://drive.google.com/drive/folders/xxxxxxxx
からダウンロードして下さい。

皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。

Google Drive上の
アップロード用フォルダ

論文登録フォーム送信時に各論文専用フォルダを自動的に作成
ドラッグ&ドロップで簡単にアップロード可能

最終組図スキャン結果の例
【【研究推進室】スキャン結果のお知らせ
（2017_In vitro reconstitution...）

RNA機能研究分野御中

2017-09-24 にアクセプトされた論文 "In vitro 
reconstitution of chaperone-mediated human 
RISC assembly” について、アップロードされ
た最終組図データファイルから画像データを
抽出し、mod6画像を含む偽カラー画像とヒス
トグラムを作成して調べました。

その結果、不適切と考えられる画像は見出さ
れませんでしたので、ご報告いたします。

なお、気の付いたこととして以下の２点を挙
げておきます。

1. 強いバンドの一部あるは大部が黒側で飽
和（値0）している画像が多いですが、
データの性質上問題ないとしました。

…

個々の画像のスキャン結果については、下記
URLの「スキャン結果」フォルダー(読み取り
専用)の中をご確認ください。
https://drive.google.com/drive/folders/xxxxxxxx

論文図（Fig.7 e） 生データ

mod6 フィルタ

バンドを切り取り、均一な背景色の上に貼り付けた



論文図（Fig.7 e） 生データ

mod6 フィルタ

バンドのある部分とない部分のバックグラウンドが明確に異なる。
切り貼りか、ノイズの部分的な付加か

データファイル一覧 (Excel)

最終組図、中間ファイル、生データファイルの対応付けが容易に可能な
フォルダ構成を義務づけ
データファイル一覧のツリーおよび拡張子一覧はマクロで自動的に抽出
作成者と使用ソフトウェアのみ手動で記入

Googleスプレッドシート
を利用した論文管理システム

論文登録状況の確認や、定型メール(未提出資料の催促や論文データ
公開のお知らせなど)の送信、論文データ公開の制御などを半自動的
に行うことが可能
各種報告書作成時など、必要に応じて研究分野ごとや一定期間内の一
覧を出力可能 (研究分野や事務部へのサービス提供)
最終組図のスキャンは、ローカル環境で手動で行う必要あり
(IllustratorやPowerPointなど、様々な形式・内容の最終組図に対応し、
最後は人間の目で確認する必要があるため、すぐに自動化は難しい)

Google Driveを使った
論文データ公開

「最終原稿・組図」「生データ」を、公開用フォルダ(閲覧のみ可能)に
コピー(現在は所内限定でアクセス可能。一般にはまだ未公開)

研究分野、発表年_タイトルごとに分類されたフォルダ構成
研究所ウェブサイトから、公開用フォルダURLへのリンクを張る予定

しかし、効果は？
全データ公開は抑止にはなるかもしれないが、、



不不正が行われた研究は
「何かがおかしい」

→ 同業者の注意を引き付ける
→ 不正はいつか露見するしてほしい

会計監査領域における不正の３大要因

動機•プレッシャー
機会

姿勢•正当化

研究不正においても同じでないか？

動機•プレッシャー はコントロールし難い

機会 は「内部統制」を設けることにより
抑制できる

研究不正への対策として

東大 定量研では、
発表した論文の画像データ全部に対して不正の痕跡がないか
確認する作業を行なっている。
また論文に使用した生データを全て供出させ、専用サーバー
での保管を行っている（→ 将来的には外部に公開予定）。

研究室では生データに基づく議論を日頃から励行

姿勢•正当化 への対策としては
「研究不正は絶対に許さない」と
いう風土の醸成が重要

組織としてのコンプライアンスへの取り組みを構成員に
しっかり感じ取ってもらう。
科学研究は「真理を探究する営みである」という認識の共有

定期的な研究倫理セミナーの開催。
ラボ間の垣根を取り払う（交流会、共通実験室）

不正が露見しなければ結果オーライという考え方は許しては
いけない

研究不正への対策として

重要なこと（組織側）：

組織に研究不正の相談•告発を受け
付ける窓口が明確に設けられている
こと。

告発が握りつぶされることはないと
いう姿勢を組織が示していること。

重要なこと（個人側）：

不正は麻薬と同じである。一度行うと
やめられない。絶対に近づかない。

研究の記録と生データを保管すること
はあなたの身の潔白を証明するために
不可欠である。



おわり


